
世代間を結んだ縄ない
かだる会が交流深める

　くずまきかだる会（藤岡一雄代表、会員17人）主催の
夏休み世代間交流会は８月５日、総合センターで行われ、
葛巻小の児童約30人が参加。わらを使った縄ない体験の
ほか、イタドリの笛作りやこま回し、お手玉など昔の遊び
を通じて交流を深めました。
　縄ない体験では、同会のメンバー９人が児童一人一人に
手取り足取り指導。児童らは手のひらでわらを転がすよう
にして縄ないをし、その長さを競いました。
　参加者で一番長い12.7㍍の縄を完成させた田川原優衣
さん（３年）は「こんなに長く作れたのは、おばあちゃん
たちが優しく教えてくれたおかげ」と笑顔を見せました。
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▲縄ないで交流を深めるかだる会のメ
ンバーと葛巻小の児童たち

▼イタドリの笛吹きに挑戦する児童

▲３色の染料を使った「虹染め」
に夢中になる子どもたち

▲色鮮やかに染まったＴシャツ

簡単鮮やか染め物教室
保育園児ら体験に夢中

　子育てサークル「なないろ☆きらきら」主催の創作教室
「てしごとM
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amaCafe」が８月４日、総合センターで行わ
れ、小屋瀬保育園の園児や小屋瀬小の児童ら約30人が「虹
染め」を体験しました。
　講師は同サークルの南舘則江さん（小屋瀬）。青、黄、
赤の３色の染料が入ったタライに布を浸すだけで色が染ま
る手軽さに、参加者は夢中になって取り組み、Ｔシャツや
手拭いなどを色鮮やかに染め上げました。
　小屋瀬保育園の千葉烈
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士君（６歳）は「簡単で面白かっ
た。９月の運動会で虹色に染めたＴシャツをみんなで着る
のがとても楽しみ」と笑顔で話しました。

馬淵川の川下りに40艇
２年ぶり開催に大歓声

　田野自治会（馬渕和彦会長）主催の第26回馬淵川清流
川下りは８月16日、40艇約80人が参加して行われました。
昨年は増水により中止となったため２年ぶりの開催。
　親子や夫婦、友人同士でチームを組み、ヘルメットと救
命胴衣に身を包んだ参加者らは、勢いよく田野集会所前を
スタート。ゴールの前里地区まで全長約５キロのコースに
悪戦苦闘しながらも、橋の上や道路で待ち構える家族らの
「頑張れ～」の声援に、笑顔で手を振り応えていました。
　46分のタイムで第１位となった葛巻高２年の抱石翔汰
さんと佐藤広樹さんは「３回目の挑戦でようやく１位にな
りました。夏の最高の思い出ができました」と喜びました。

町内の小学生が議員に
豊かな発想で町に提言

　８月10日、小学生が議員を務めた「子ども議会」が役
場本会議場で開催されました。
　葛巻町60周年を記念し開催され、町内全５小学校の児童
30人が出席。グループごとに登壇し、まちづくりや観光振
興、高齢者福祉、森林保護、中学校での部活動、通学路の
安全確保など７項目について鈴木重男町長へ質問しました。
　実際の議会と同じように進められ、少し緊張気味の子ど
も議員たちでしたが、豊かな発想と柔軟な考え方から、た
くさんの思いを町に投げかけてくれました。
　この日の「子ども議会」は、くずまきテレビで生中継さ
れたほか、10月発行の「議会だより」で詳しく紹介します。

第 10分団と吉ヶ沢小児童が設置した手作り感いっぱ
いの山火事注意看板

冷たい牛乳で眠気解消
交通安全めざまし作戦

　吉ヶ沢地区を管轄する町消防団第10分団（千葉克男分
団長、分団員10人）は７月26日、吉ヶ沢小学校（大森正
章校長、児童８人）の児童と連携し、山火事注意を呼び掛
ける看板を上椛ノ木橋付近のＴ字路に設置しました。
　看板は事前に児童が手作りしたもの。91センチ四方の
ベニヤ板６枚に「山火事に注意」の文字を書き、太陽や虹
などのイラストも描かれた、ひときわ目を引くデザインに
仕上げられています。消防団員と児童が連携した看板製作
は、地域住民の防火意識の高揚にも役立っています。
　千葉若菜さん（４年）は「大変だったけどみんなで協力
した。山火事に気を付けてほしい」と願いました。

吉ヶ沢に火事予防看板
消防団員と児童が連携

　町交通安全対策協議会（会長・鈴木重男町長）は８月
10日、夏の交通事故防止県民運動の一環として「交通事
故防止めざまし作戦」を、道の駅くずまき高原駐車場で行
いました。
　この日は、町交通安全協会や町交通安全母の会、岩手警
察署、町交通指導隊、小田防犯少年隊のメンバーら約30
人が参加。道の駅に立ち寄ったドライバーに冷たい牛乳や
チラシを配り、安全運転を呼び掛けました。
　小田防犯少年隊の松下尚
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君（葛巻小４年）は「最初は
牛乳を渡すのに緊張したけど楽しくできた。自分も交通安
全に気を付けたい」と充実した表情を見せました。

▲ゴムボートに乗り込み勢い
よくスタートする参加者

▼第１位の抱石さ　
　ん㊨と佐藤さ　
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ドライバーに冷たい牛乳とチラシを手渡す町交通安全
母の会と小田防犯少年隊のメンバーら

議場の演壇で堂々と発言する子ども議員たち
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